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弘前学院大学文学部　業績一覧
〔2015（平成27年）10月1日～2016（平成28年）9月30日〕

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：教授　　氏名：井上　諭一

年　月 活動名

2015年4月～現在に至る 青森県近代文学館評議員

2016年9月～現在に至る 日本近代文学会東北支部事務局長

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：教授　　氏名：今村　かほる

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

『地域学』12
「方言の保存と継承 :-東日
本大震災被災地方言-」
担当

共著 2016年3月 弘前学院大学 弘前学院大学地域
総合文化研究所 編

pp.41-70

『はじめて学ぶ方言学』
「方言と医療」担当

共著 2016年3月 ミネルヴァ書房 井上史雄, 木部暢
子 編著

pp.263-273
全293頁

『発信! 方言の魅力 : 語るび
ゃ・語るべし青森県の方言 
: 平成27年度被災地におけ
る方言の活性化支援事業報
告書』

編著 2016年2月 今村かほる研究室 今村かほる編著
共著者：庭田瑞穂・
　　　　須郷・
　　　　坂本幸博

全173頁

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

広域災害と方言－熊本支援・方言プロジェクト
の経過と検証－

筑紫日本語研
究会・九州方
言研究会

2016年7月 九州大学 福岡市

日本方言研究会創立50周年企画
東北の国語教育における方言と共通語
－危機言語としての東北方言－

日本方言研究
会

2016年5月 学習院大学 東京都

熊本支援プロジェクト報告 日本方言研究
会

2016年5月 学習院大学 東京都

文化庁支援事業活動報告会
「語るびゃ語るべし青森県の方言」

2016年5月 学習院大学 東京都

年　月 活動名

2016年4月から 「日曜随想」（陸奥新報社）連載

2016年5月まで 日本語学会学会誌編集委員

2016年6月から2019年5月まで 日本音声学会企画委員

2015年9月から2016年3月まで 平成27年度文化庁被災地における方言の活性化支援事業研究責任者

2016年9月から2017年3月まで 平成28年度文化庁被災地における方言の活性化支援事業研究責任者
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所属学科名：日本語・日本文学科　兼　大学院文学研究科　　職名：准教授　　氏名：入江　英弥

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

『八王子市史叢書5 
八王子写真民俗誌』
第10章「年中行事」

共著 2016年3月 八王子市
市史編さん室

小川直之、美甘由
紀子、佐藤広、加
藤 隆 志 、 津 山 正
幹、宮本八惠子、
神かほり、大藪裕
子、入江英弥、小
野寺節子、乾賢太郎

pp268－289

『新八王子市史民俗調査報
告書 第5集 八王子市中
央地域 旧八王子町の民
俗』
第6章「年中行事」

共著 2016年3月 八王子市
市史編さん室

小川直之、加藤隆
志、津山正幹、神か
ほり、大薮裕子、宮
本八惠子、入江英
弥、美甘由紀子、
乾 賢 太 郎 、 高 久
舞、小野寺節子

pp287－310

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

「昔話からみた津軽の鬼」 単著 2016年3月 『弘前学院大学 文
学部紀要』第52号

pp13－25

「柳田国男『遠野物語』
第二二話における叙述の
方法」

単著 2016年3月 『弘学大語文』
第42号

pp12－24

年　月 活動名

2009年4月より 八王子市史編集専門部会民俗部会委員

2016年3・9月 武蔵野大学生涯学習講座講師

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：生島　美和

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

『最高の弘前の見つけ方』 共著 2016年3月 弘前学院出版会 佐藤和博、本郷
亮、藤岡真之、生
島美和

144-187
(182-185を除
く)
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論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

「避難所運営訓練を通じた
学習成果」

単著 2016年3月 『男女共同参画の視
点 を 取 り 入 れ た
「安心避難所づく
り」』

4年間の取り組み記　　　
録』

青森被災地の地域
コミュニティ再生
支援事業実行委員
会

82-113

年　月 活動名

2015年4月～2019年3月（予定）
科学研究費助成金若手B
「地域防災活動を通じた女性の力量形成と社会参加に関する研究」
（課題番号15K21317）

2014年4月～2016年2月 陸奥新報「日曜随想」（2015年：11/1、12/6、2016年：1/17、2/28）

2015年10月24日 「おいらせの学びMIRAIフォーラム」助言者
（主催：おいらせ町教育委員会）

2015年11月16日 平成27年度市町村社会教育主事等専門研修（上北地区）講師
（主催：青森県上北教育事務所）

2015年11月17日 平成27年度市町村個別課題検討会（階上町）講師
（主催：青森県教育委員会）

2016年1月20日 弘前市放課後子ども教室（石川小学校）講師

2016年2月21日 平成27年度黒石市立公民館等職員研修会 講師

2016年5月17日 市民学習会「図書館のチカラ」 講師（主催：弘前市の図書館を考える会）

2016年6月3日
平成28年度市町村社会教育主事等専門地区研修（中南地区）
「若者の社会参加を促す手法」講師（主催：青森県中南教育事務所）

2016年7月26日 社会教育主事講習「社会教育施設の経営」（金沢大学）

2016年7月28日
平成28年度東海地区博物館連絡協議会・日本博物館協会東海支部総会
での講演
「岐阜県出身・棚橋源太郎が博物館の世界に果たした役割」講師（於：大垣市）

2016年7月21日
学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム 共通授業
「防災まちづくり」講師

2016年9月16日～18日 第63回日本社会教育学会弘前大会 実行委員

2012年5月～ 青森県立図書館協議会委員

2013年7月～ ひろさき教育創生市民会議委員

2013年12月～ 弘前市総合計画審議会委員

2014年1月～ 青森県国土利用計画審議会委員

2014年12月～ 日本公民館学会理事および年報編集委員

2014年8月～ 弘前市社会教育委員（2016年8月～ 委員長）

2015年7月～
アピオあおもり（青森県男女共同参画センター・子ども家庭支援センター）
運営委員会委員

2016年7月～ 弘前市協働によるまちづくり推進審議会委員（会長職務代理者）
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所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：教授　　氏名：鎌田　学

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

中期ハイデガー研究⑶「力
への意志」の形而上学と人
間の問題

単著 2016年3月 弘前学院大学文学部
紀要第52号

34頁～41頁

年　月 活動名

2016 年 6 月 13 日 弘前学院聖愛高等学校への出張講義

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：准教授　　氏名：川浪　亜弥子

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

A Metamorphosis of the 
Reformation Context of 
Gold in John Lyly’s Midas

単著 2016年3月 弘前学院大学英米文
学　第40号
（弘前学院大学英語
英米文学会）

pp. 13-23

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

Lylyの喜劇におけるOvidの精神 第24回エリザ
ベス朝研究会

2016年5月21日 慶應義塾大学
日吉キャンパス

神奈川県

シェイクスピア没後400年
トランスレーション?インタープリテーション?：
日本におけるシェイクスピア受容をめぐって

英語英米文学
会・国語国文
学会共催

2016年7月2日 弘前学院大学 青森県

年　月 活動名

2015年5月より ロータリーインターナショナル財団第2830地区学友会会長

所属学科名：日本語・日本文学科　兼　大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：顧　偉良

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

周作人旧居と縁のある人々 単著 2015年12月 『新しき村』
2015年12月号
新しき村編

pp.4-7

中国知識人の挫折と信念　
蕭乾の思想及び軌跡をめぐ
って（後篇）

単著 2016年3月 弘前学院大学文学部
紀要第52号

pp.1-24
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時代を乗り越えた実篤・周
作人の交流

単著 2016年5月 『新しき村』
2016年5月号
新しき村編

pp.14-17

周作人研究に関する二・三
のこと
　　周作人年譜、日記改竄
をめぐって　　

単著 2016年9月 『新しき村』
2016年9月号
新しき村編

pp.9-14

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

文明の対話：
二十世紀日中文化人の書簡交流
　　文人・周作人の人間像　　

弘前学院大学
国 語 国 文 学
会・英語英米
文学会共同主
催2016年度夏
季大会

2016年7月 弘前学院大学

所属学科名：日本語・日本文学科　　職名：准教授　　氏名：坂井　任

2015年10月1日から2016年9月30日まで、業績はありません。

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐々木　正晴

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

視覚あるいは触覚による大
きさの知覚 ‒ 開眼手術，視
野の遮蔽と制限

共著 2016年3月 弘前学院大学
文学部紀要 , 52

佐々木正晴 , 八木
文雄，鳥居修晃 , 
佐藤佑介 ,

42-53

体操選手がとびひねり遂行
中に行う視線移動パターン

共著 2016年 7月 体育学研究 , 61 佐藤佑介 , 鳥居修
晃 , 佐々木正晴

159-172

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

Relationship between initiation of gaze 
stabilisation and angle of head and trunk 
movement during a jump with full turn

3rd International 
Congress on Sport 
Sciences Research and 
Technology Support

2015年11月 PORTUGAL Lisbon

The size perception by visual and tactual 
activities. ‒ Sight restoring, visual deprivation 
or restricted.

31st International 
Congress of 
Psychology

2016年7月 Pacific 
convention Plaza

Yokohama

A difference in coordination of eye-head 
movements during a jump with half turn 
between gymnasts and non-gymnasts

31st International 
Congress of 
Psychology

2016年7月 Pacific 
Convention Plaza

Yokohama

Relationship between gaze stabilization 
and angle of head and trunk movement in 
gymnasts during jumps with half turn

31st International 
Congress of 
Psychology

2016年7月 Pacific 
Convention Plaza

Yokohama

Coordination of eye-head movements and the 
amount of twist of the body while jumping 
with turn

39th European 
Conference on Visual 
Perception

2016年9月 COSMOCAIXA Barcelona
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所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：佐藤　和博

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

最高の弘前の見つけ方 共著 2016年3月 弘前学院出版会 佐藤和博、本郷
亮、藤岡真之、生
島美和

8～60頁

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

アメリカ小説のレトリック 日本比較文化
学会東北支部
大会

2016年3月 弘前学院大学 弘前市

年　月 活動名

2016年5月 日本比較文化学会第38回全国大会準備委員会委員長

2016年5月 日本比較文化学会副会長及び東北支部長

所属学科名：日本語・日本文学科　兼　大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：畠山　篤

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

岩木山の神と鬼 単著 2016 年 2 月 北方新社 全 p229

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

日の皇子の誕生（2）
―秘儀から顕儀へ―

単著 2016 年 3 月 弘前学院大学
文学部紀要 第 52 号

p1-p12

大国主の誕生
―秘儀から顕儀へ―

単著 2016 年 3 月 弘学大語文 第 42 号 p1-p11

津軽の鉄器型の鬼伝承
―鬼沢の七日堂祭―

単著 2016 年 3 月 地域学 12 号 p87-p128

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

津軽の鉄器型の鬼伝承
―鬼沢の七日堂祭―

弘前学院大学文学研究科・
地域総合文化研究所講演会

2016 年 1 月 弘前学院大学 弘前市

年　月 活動名

2004 年 4 月 「青森県伝統文化活性化マスタープラン」の伝統文化総合研究委員（現在に至る）

2004 年 4 月 市民講座「古典を読む会」。月 2 回（現在に至る）
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2004 年 4 月 青森県体操協会ジュニア協議会顧問（現在に至る）

2016 年 8 月 （書評）平成の雪譜・雪国の春 ― 野本 寛一著『季節の民俗誌』―
東奥日報（8 月 26 日朝刊）

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：講師　　氏名：原　圭寛

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

「学士課程とジェネリック・
スキル：アメリカのリベ
ラル・エデュケイション
史における知識と技能の
関係をもとに」

共著 2015 『三田教育学研究』
23 号
三田教育学会編

17-27

「ポスト・ボイヤーのスカ
ラーシップ論」

単著 2015 『人間と社会の探求：
慶應義塾大学大学院
社会学研究科紀要』
79 号
慶應義塾大学大学院
社会学研究科編

間篠 剛留
原 圭寛
翟 高燕
塔 娜

1-14

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名
「アメリカ高等教育における近代諸科学の受容

とイェール大学：カレッジとサイエンティ
フィック・スクールの関係に着目して」

教育史学会第
59 回大会

2015 年 9 月 26 日 宮城教育大学

年　月 活動名

2012.10 ～ 2015.9 教育思想史学会　事務局幹事

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：准教授　　氏名：フォーサイス・エドワード

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

Pedagogical Rationale 
for Flipped Learning 
and Digital Technology 
in Second Language 
Acquisition

単著（本の章） 2016年9月 Flipped Instruction 
Methods and Digital 
Technologies in the 
Language Learning 
Classroom

編集者：John Paul 
Loucky & Jean 
Ware

1-20

Integrating Recent CALL 
Innovations into Flipped 
Instruction

単著（本の章） 2016年9月 Flipped Instruction 
Methods and Digital 
Technologies in the 
Language Learning 
Classroom

編集者：John Paul 
Loucky & Jean 
Ware

270-277

弘前学院大学英米文学第学
会誌

編集者 2016年3月 弘前学院大学英米文
学学会誌第40号
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論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

Current Theories Driving 
Communicative EFL 
Education

単著 2016年3月 弘前学院大学文学部
紀要第52号

25-33

Evaluating EFL Learning 
Websites: A Review of 
Existing Websites Based 
on Expert and Empirical 
Analysis Factors

単著 2016年3月 弘前大学21世紀教育
センターの「21世紀
教育フォーラム」第
11号

39-44

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名 題目

日露外交の隠れた側面 第38回日本比較文
化学会全国大会・
2016年日本比較文
化学会国際学術大
会

2016年5月 弘前学院大学 青森県弘前市

Creating an Inter-cultural 
Collaboration for our 
Students Using Online 
Tools

AsiaCALL 2015 2015年11月 西安航空大学
(Xi’an Aeronautical 
University)

中国 西省西安市
(Xi’an, Shaanxi 
Province, China)

年　月 活動名

2012年11月－2016年9月 JALT CALL SIG Publications Chairman （CALL研究部会出版会長）

2013年1月－2016年9月 JALT（全国語学教育学会）のThe Language Teacher雑誌コラムの編集

2010年4月－2016年9月 JALT CALL SIG; TESOL, ACTFL, JALT会員 

2010年7月－2016年9月 文京小学校親父の会のメンバー

2010年7月－2016年9月 弘前市みなみ幼稚園お父さん委員会のメンバー; ボランティア英語講師

2010年4月－2016年9月 青森県ガールスカウト9団のボランティア

所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：楊　尚眞

著書の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

西洋キリスト教会の歴史 単著 2016年1月20日 弘前学院出版会 181頁

キリスト教神学思想史 単著 2016年2月6日 弘前学院出版会 162頁

キリスト教文学と聖書 単著 2016年2月6日 ダキュピア出版会 151頁

年　月 活動名

　2016年9月7日 弘前学院大学公開講座講演
講演題目「本多庸一と福沢諭吉のキリスト教理解」
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所属学科名：英語・英米文学科　　職名：教授　　氏名：吉永　直子

2015 年 10 月 1 日から 2016 年 9 月 30 日まで、業績はありません。

所属学科名：日本語・日本文学科　兼　大学院文学研究科　　職名：教授　　氏名：藁科　勝之

論文の名称 単著／共著 発行または
発表の年月

発行所、発表雑誌
（及び巻・号数）

等の名称

編者、著者名
（共著の場合のみ記入） 該当頁数

近世津軽方言の資料
―農書、日記・家記の

資料的価値―

単著 平成28（2016）
年3月

弘前学院大学国語
国文学会
「弘学大語文」42
号　

pp.42-50

題　目 学会名 発表年月 会場名 都市名

近世津軽の農書、日記・家記類
にみる方言語彙

弘前学院大学文
学研究科・地域
総合文化研究所
講演会

平成28（2016）年
7月16日（土）

弘前学院大学礼拝
堂

弘前市

江戸時代の標準語と津軽方言 放送大学青森学
習センター・青
森市寿大学・大
学院合同講演会

平成28（2016）年
9月28日（水）

青森市リンクモア
平安閣市民ホール

青森市

年　月 活動名

【講座講師等】
平成28（2016）年5月8日（日）

〔一般社団法人：青森県ろうあ協会〕青森県聴覚障害者情報センター
青森県要約筆記者養成講座 講師「日本語の基礎知識」


